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研究成果の概要（和文）：教育に関するリフレクションと業績評価に資する文書であるティーチング・ステート
メント（TS）の構造および作成研修の開発を行った。具体的には、TS作成に必要なティーチング・ポートフォリ
オ・チャート（TPチャート）の効果について検証し、TSをTPのサマリーとして位置づけた上、TPチャートの見直
しから開始するTS作成研修を考案した。実際に複数の大学で実施した。
　また、普及の一環として立ち上げたティーチング・ポートフォリオ研究会では、TP研究会の総会を３回行い、
トピックをしぼった研究会を５回提供した。

研究成果の概要（英文）：The structure of the Teaching Statement (TS), a document that contributes to
 reflection on teaching and performance evaluation, was devised, and training for its preparation 
was developed. Specifically, we examined the effectiveness of the teaching portfolio chart (TP 
chart), which is necessary for TS creation, positioned the TS as a summary of the TP, and devised a 
TS creation training program that began with a review of the TP chart. The training was actually 
implemented at several universities.
　In addition, the Teaching Portfolio Study Group, which was established as part of the 
dissemination of the TP, held three general meetings of the TP Study Group and offered five 
topic-specific study groups.

研究分野：高等教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
大学教員が教育者としてのアイデンティティを自ら見出し、明らかにするティーチング・ステートメントは、先
行するティーチング・ポートフォリオ（TP）よりも作成負担をはるかに軽減し、TPチャートにはなかった業績評
価の機能を持つ。したがって、TSはTPの簡易版ではあるものの、その目的を継承した普及版として位置づけられ
る。その構造を定義し、また、作成方法もあわせて提案したという点は、その普及を助け、高等教育の質向上に
実質的に寄与するという点で社会的意義が大きい。実際に複数の大学で既に全学的な導入がなされ、実用化に至
っている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
ティーチング・ポートフォリオ（TP）とは、教育理念に着目した大学教員の教育活動に関する
自己省察（リフレクション）を通して記述された 7～10 ページの本文に、その記述の根拠資料が
添付された書類である。教育業績評価およびリフレクションを通じた教育改善の有効な手段と
して欧米で普及し（Seldin 2004）、日本でも認知度を高めつつある。 
ここで、TP は作成する文章量が多く、リフレクションを促すには作成支援者の確保が必要であ
るなど、作成コストが高い点が問題で、それが国内において普及の障壁となっている。 
一方、TS とは、教員の教育に対する理念や実践を 1～2 ページにまとめた書類である。国内
では「教育の抱負」や「教育業績一覧表」などが TS の位置付けに相当する。 
ここで、現状の TS には大きく 4 つの問題点が存在する。第一に、推奨される TS の構成や
作成方法は提案者によって異なり、それらの違いや関係などが整理されていない点である
（Schönwetter et al. 2002）。第二に、広く普及している TS が教育改善につながるリフレクショ
ンを促進できれば、全体的な教育の質向上につながると期待できるが、TS 作成において生じう
るリフレクションの内容や質が評価されておらず不明確である点である（Booke et al. 2017）。第
三に TS は広く普及しているものの教育業績評価資料としての有用性に関する学術的な知見は
乏しく、その妥当性や信頼性が保証されていない点である。第四に、TP 作成においてはリフレ
クションを促すためのワークショップやコンサルテーションなど他者の作成支援が肝要とされ
（van Tartwijk et al. 2007）、TS についても同様に考えられるが、TSの作成支援方法は確立さ
れていない点である。TS はその実用性の高さから広く活用されているが、上記で指摘した問題
点に関わる学術的な知見は乏しいのが現状であるといえる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、教育改善につながるリフレクションを促し、教育業績評価資料としても 
機能する TS の構成と作成方法を明らかにすることに加えて、そのような TS の効果的かつ効
率的な作成支援方法を確立することである。そのための具体的目標は次の 3点である。 
 
目標 1 国内外の TS に関連する文献調査および実地調査を通して、本研究の目的に合致した 
TS の構成と作成方法、作成支援方法の開発に必要な基礎的情報を得る 
 
目標 2 目標 1の成果に基づいて、本研究の目的に合致した TS の構成と作成方法を開発し、そ
れらの有用性を評価する 
 
目標 3 目標 2の成果に基づいて、TS の作成支援方法を開発し、それらの有用性を評価する 
 
３．研究の方法 
本研究の目的を達成するため、目標 1、2、3 に対応した研究 1、2、3を実施する。 
【研究 1: 国内外の TS に関する文献調査および実地調査】 
国内外の TS に関する文献調査および実地調査を通して、TS の構成と作成方法、作成支援方
法に関連する情報を網羅的に収集し、集約する。TS の構成と作成方法の調査 国外の関連文献
や大学ウェブサイトなどで推奨される TS の構成と作成方法を網羅的に調査し、本研究の目的
に合致した TS の構成と作成方法を検討するための基礎的な情報を得る。 
TS の作成支援方法の調査 上記と同様の文献調査に加えて、主に国外の大学で実施されてい
る作成ワークショップやコンサルテーションの観察や体験などの実地調査を行う。これらの調
査を通して、TS の作成支援方法を開発するための基礎的な情報を得る。 
 
【研究 2: TS の構成と作成方法の開発と評価】 
研究 1の成果をふまえて、日本の高等教育に応じた TS の構成と作成方法を開発し、それらの
有用性を評価する。TS の構成と作成方法の開発 研究 1の知見をもとに本研究の目的に合致す
る TS の構成案と、ワークシートや作成ガイド、作成のスケジュールモデルなどの作成方法案
を作る。それらを用い、大学教員、大学院生に TS を作成してもらい、「リフレクションの促
進および教育改善につながるツールになりうるか」という観点から構成案と作成方法案に対し
てフィードバックを得る。また、作成された TS をもとに採用など人事担当経験がある大学教
員から、「教育業績評価資料として有用か」という観点で、案に対してフィードバックを得る。
それらをふまえて構成案と作成方法案を改善し、リフレクションを促進できる教育業績評価資
料としての TS の構成と作成方法を開発する。TS の構成と作成方法の評価 開発した構成と
作成方法を用いて大学教員、大学院生にTS を作成してもらう。作成者に対して、作成の事前
事後で、リフレクションに着目した質問紙調査を実施し、さらにその結果をもとに半構造化面
接を実施し、TS の構成や作成方法がリフレクションに与える影響を評価する。 
【研究 3: TS の作成支援方法の開発と評価】 



研究 2 で開発された TS をより作成しやすく、かつ質を高めることを目的に、TS の作成支援
の方法の開発を行い、その有効性を評価する。本研究で開発する TS が普及するためには、作
成支援へアクセスしやすいことに加え、研究 2 で開発された TS の構成や作成方法を広く知る
仕組みを整えることも肝要であることから、これらをオンラインで提供するための Web システ
ムの開発を行う。 
リフレクションを促すには他者による支援が有効であることが TP に関する研究知見（Seldin 
2004）として得られていることから、作成者が直接的支援を受ける機会としての TS の作成ワ
ークショップおよびコンサルテーションの方法を開発する。 
TS の幅広い活用を目的として、研究 2 で開発された TS の構成や作成方法および事例など
の作成に必要なリソースの提供と、ワークショップやコンサルテーションの実施をオンライン
でも可能とする Web システムを開発する。 
 
４．研究成果 
教育に関するリフレクションと業績評価に資する文書であるティーチング・ステートメント（TS）
の構造および作成研修の開発を行った。具体的には、TS作成に必要なティーチング・ポートフ
ォリオ・チャート（TPチャート）の効果について検証し、TSを TP のサマリーとして位置づけ
た上、TP チャートの見直しから開始する TS 作成研修を考案した。実際に複数の大学で実施し
た。 
 また、普及の一環として立ち上げたティーチング・ポートフォリオ研究会では、TP研究会の
総会を３回行い、トピックをしぼった研究会を５回提供した。 
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